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ら、非行少年の支援を展開してきた、日本の BBS 運動 (Big Brothers and Sisters 
Movement、以下 BBS) に焦点をあてて検討した。 
BBS は、法務省の支援のもと、更生保護事業における民間ボランティア団体として米国
































(Historically Structured Inviting:HSI)」 を行い、協力者 5 名（学生 3 名、社会人 2 名）
の BBS 会への入会から少年との交流を経て現在に至るプロセスと意識の変容を、「複線経
路・等至性モデリング（Trajectory Equifinality Modeling: TEM）」を用いて図式化し
た。TEM では、「活動を継続する」を「等至点（Equifinality Point：EFP）」、「両極化し
た等至点（P-EFP）」は、「活動を離脱する」とし、5 名の「分岐点(Bifurcation 
Point:BFP)」、「必須通過点(Obligatory Passage Point:OBP)」、「社会的方向づけ(Social 
Direction: SD)、「社会的助勢(Social Guidance:SG)」を抽出した。さらに、TEM で設定し































第二の課題に関しては、援助成果に関する 15 の質問項目の選択数を活動期間 3 期（初
期・中期・現在）毎に算出し、各期に対する回答に Cochran の Q 検定を適用した。検定
の結果、差のある傾向(P<0.1)が認められた項目については、初期と中期、初期と現在、中
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